
第1回AX時代におけるスキルのあり方検討WG

2026年4月21日

経済産業省 商務情報政策局 情報技術利用促進課 デジタル人材政策室
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■議事次第

1．開 会 （5分）

経済産業省デジタル人材政策室長挨拶

２．議 事 （110分）

（1）本WGの趣旨、進め方について
（2）自己紹介  
（3）検討の背景、AX時代の未来社会の姿について【意見交換】

3．閉 会 （5分）
次回のご案内

• 本WGの趣旨および今後の検討の進め方について共有し、参加者間の相互理解を深める

• 「AX時代における未来社会の姿」について意見交換し、今後の検討に向けた共通認識の土台形
成、外せない論点の洗い出しを行う

■本日の目的



経済産業省デジタル人材政策室長 挨拶
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（１）本WGの趣旨、進め方について
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AX時代におけるスキルのあり方検討WGの位置づけ
• 2024年度よりSociety5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会において、デジタル分野におけるスキル
ベースの学習、育成、雇用の実現に向けた議論を実施

• 第7回Society5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会論点を踏まえて、２つのWGを立ち上げ

Society5.0時代のデジタル
人材育成に関する検討会

AX時代におけるスキル
のあり方検討WG

中堅・中小企業における
DX・AXに関するWG（仮
称）

検討体制 スケジュールイメージ

• 夏・秋頃に各WGの検討状況を検討会に報告する想定

項目
2026年度

1Q 2Q 3Q 4Q

Society5.0時代
のデジタル人材育
成に関する検討会

AX時代におけるス
キルのあり方検討
WG

中堅・中小企業に
おけるDX・AXに関
する検討WG

4/13 夏・秋頃

DSS改訂に向けた議論

準備 WG開催

• Society5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会の
下に、AX時代におけるスキルのあり方検討WG及び中
堅・中小企業におけるDX・AXに関するWG（仮称）を
立ち上げ、議論を実施

とりまとめP
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参考：第7回 Society 5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会（METI/経済産業省）

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/007.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/007.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/007.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/007.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/007.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/007.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/007.html


AX時代におけるスキルのあり方検討WGについて

目的

スケジュールイメージ

• 第1回 4月21日（火）10:00~12:00 ＠経産省別館7階ベツナナ

• 第2回 6月1日（月）  13:00~15:00 ＠経産省内会議室

• 第3回 6月23日（火）14:30~16:30  ＠経産省内会議室

• 第4回 7月中下旬で調整

• 第5回以降 第4回までの議論を踏まえ、進め方を検討の上、別途調整
6

AIを前提とした企業変革（AIトランスフォーメーション：AX）を実現するため、各企業が自社の環境や状況に
応じて自ら検討・実行できるようにしたい。
以下の点について議論を行い、報告書として整理する。

・AXを実現した未来社会の姿
・目指すべき企業像
・組織として確保すべき役割及びスキル
・個人として身につけるべきスキル

※本WGでの議論は、次期デジタルスキル標準（DSS）改訂の検討及び今後の関連施策の検討に活用する。
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各回討議論点イメージ

⚫ 第１回4/21： アイスブレイク、未来社会の姿

✓ 3年～5年後、AXが実現した未来社会の姿について

⚫ 第２回6/1：AX時代の目指すべき企業像、AXにおける企業課題 ※事例紹介含む

✓ AI前提の組織構造に向けて、人材の戦略的再配置、組織設計（AIを含む少人数チーム）

✓ 生産性向上から、成果へのコミット、価値創造

✓ 攻めのガバナンス：Human-in-the-Loop（人間の介在）を前提とした「信頼の証」として、
競争優位に変える

⚫ 第３回6/23：組織として確保すべき役割やスキル ※事例紹介含む

✓ 組織ケイパビリティ （スキルだけでなく、発揮できる環境や設計）

✓ 経営者、AIエンジニア、AI推進人材、社員の４つの人材像とスキル

✓ 人事が「制度運用者」から、データとAIを用いて「事業を動かす設計者」へと進化する

⚫ 第４回7月中下旬：個人として身につけるべきスキル ※事例紹介含む

✓ 作る人と使う人の境界が曖昧になる前提で、「何をつくるか」「なぜつくるのか」

✓ 問いを立てる力、課題の分解力、監督能力（品質判断力）
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検討の進め方：議論を補助する目的で生成AIを試行的に活用

• 使用するAIツール・共同編集ツールは検討中

• AIによる会議進行（論点整理）やグラフィックレコード等、皆様の意見も取り入れて試行していく

次の論点
会議サマリ
次回議題

文字起こし
（リアルタイム）

• クラウド上で共同編集
• AIが自動反映（P）

• 事前に頂いた資料や意見から、AIが
論点をブラッシュアップ

• 別途、勉強会を検討（P）

• リアルタイムの文字起こしデータを
AIが分析し、次の論点の提案、会議
サマリの作成や次回議題を提案

報告書論点
資料 意見

１ 事前準備 ２ 検討会当日 ３ 報告書作成



（２）自己紹介
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• 50音順にお願いいたします。

• 資料をご準備いただいた方は、オンライン会議に参加頂き、資料投影をお願い
します。

※入室出来ない場合は、事務局に資料送付いただければ投影いたします。

可能であれば以下の点について、共有をいただけますと幸いです。

• 個人やご所属における取組みについて

• 「AX時代のスキルのあり方」に関する、ご関心事項について

10

自己紹介



（３）検討の背景、AX時代の未来社会の姿につ

いて【意見交換】
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第7回Society5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会の議論概要

✓ 2025年5月に報告書を踏まえた施策の具体化（情報処理技術者試験の見直し、デジタルスキル標準改訂）について説明。

✓ 約1年において生成AIを中心に、AI性能向上、コーディングAI・AIエージェントの普及、AI法成立等、技術・環境が急速に
変化。

✓ 一方、政策の社会実装には一定の時間を要し、技術進化とのスピード差が存在。

背景

論点① 1年間の技術進化、及び社会実装の時間差について

✓ この1年間で特に大きく変化した点、生成AI等の技術革新は今後どこまで進展するのか、技術進化とのスピード差ついて

論点② 今後の人材像・スキルのあり方

✓ DXからAXへの移行について、人材に求められる役割・スキルの変化、生成AI活用の業務効率化から価値創造への広がり、
動的なデジタルスキル標準のあり方

論点

✓ 業務と組織設計の変化：AI活用が業務効率化から価値創造へシフト。AIが同僚的存在となり、業務再設計やマルチエージェン
ト化が進んでいる。

✓ 人材像変化：AIがコードを書く時代となり「作る側／使う側」の境界が曖昧化。課題設定・設計、判断力が重要に。

✓ 動的なスキル標準：年1回改訂のDSSでは不十分。スキルベース設計、リアルタイム更新、AI活用による管理の必要性。

✓ 教育・育成：高度なAI活用人材の明確化と、初等・中等教育段階からのAIリテラシー強化。

✓ 多層的スキル設計：アウトカム志向の人材育成、役割別・レベル別スキル整理（経営層、推進人材、現場 等）。

✓ スキル空洞化：業務自動化の進展に伴う若手層のスキル空洞化への対応の必要性。

主な意見



⚫ 「複数の業務プロセスで広く活用」「一部部署・一部業務プロセスに限定して活用している」「業務プロセスには組み
込んでいないが、 ChatGPT ・ Copilot 等の生成AIツール利用を会社として許可」を合計すると、９割以上の企業が 
AIを活用していると回答。約7割の企業は、業務プロセスに組み込んで活用している。
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9割以上の大企業が生成AIを活用（経団連調査）

出所：HR部門におけるAI等の活用に関する報告書（2026年4月14日）（http://www.keidanren.or.jp/policy/2026/016.pdf）

経団連調査「 HR部門における AI・テクノロ
ジー活用に関するアンケート」（n=75 社）
（2025 年11月27日～12月15日に実施）



⚫ 2024年度調査においては、「導入している」「現在、試験利用をしている」を合計すると、従業員1001人以上の企業
の約75%がAIを活用していると回答。

⚫ 2023年度調査においては、「導入している」「現在、試験利用をしている」を合計すると、従業員1001人以上の企業
の約71%がAIを活用していると回答。

14

（参考）2024年度は約75%の大企業が生成AIを活用（IPA調査）

出所：DX動向2025（https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-2025.pdf） （調査は2025年2月10日～3月28日に実施）
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生成AIによる組織への影響

出典：Algomatic株式会社作成



（参考）2040年の就業構造推計（改訂版）の概要
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R8.3.5第30回産業構造審議会 新機
軸部会資料より



デジタルスキル標準（DSS）の概要（令和8年4月改訂）

• 個人の学習、企業の人材育成・確保の指針として、デジタルスキル標準（DSS）として整理し、公表。
DSS準拠の学習コンテンツやスキル評価サービスが拡大、DSSに基づく企業内人材育成が加速。

• AX（AIトランスフォーメーション）やデータ活用の重要性に鑑みて、データマネジメント類型を追加し、
ビジネス変革・組織変革スキルに関するロールやスキルを見直し。(令和8年4月)

※活用事例はIPA HPに掲載中 https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/dss/case.html

⚫ DX推進に主に必要な６つの類型、ロール、必要なスキルを定
義し、各スキルの学習項目例を提示

⚫ ビジネスパーソン一人ひとりがDXに参画し、その成果を仕事や生活
で役立てる上で必要となるマインド・スタンスや知識・スキル（Why、
What、How）を定義し、行動や学習項目の例を提示

全てのビジネスパーソン（経営層含む）

全てのビジネスパーソンが身につけるべき知識・スキルを定義

<DXリテラシー標準>

DXを推進する人材

<DX推進スキル標準>

DXの推進に必要な役割の類型や習得すべきスキルを定義

不確実性の高い時代において、新たな価値を生み出すために
必要な意識・姿勢・行動をデザインの素養に基づいて定義

ビジネスの場で活用
されているデータやデ
ジタル技術

データやデジタル技
術の利用方法、活
用事例、留意点

社会、顧客・ユー
ザー、競争環境の変
化

Why
DXの背景

What
DXで活用される
データ・技術

How
データ・技術の
利活用

マインド・スタンス

データ・AIやデジタル
技術を活用した
製品・サービスや
業務などの変革

デザイナー ビジネス
アーキテクト

ソフトウェア
エンジニア

サイバーセキュリティ

データ
サイエンティスト

データマネジメント
17

https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/dss/case.html
https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/dss/case.html
https://www.ipa.go.jp/jinzai/skill-standard/dss/case.html
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生成AIにより、影響を受ける職業とスキル

（出典）第３回Society 5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会 リンクトイン・ジャパン株式会社日本代表 田中様資料（2024年12月10日）

⚫ 生成AIの登場によりスキルは急激に変化し、 97％のスキルが生成AIにより影響を受ける職種も
存在。 2030年までに必要とされるスキルのうち、新しいスキルが73%を占めることになる。
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背景・仮説

⚫ 大企業の導入率は90%を超え、AI活用は当たり前。

⚫ 活用が「社内の事務効率化」に留まる企業と、「ビジネスモデルの変革」に踏み出す企業に二極化。

⚫ 個別事業やプロジェクトの効率化や高度化だけでなく、今後はAIを前提とした企業変革（AX）の推
進が求められる。

⚫ AXに向けて、デジタルスキル標準を改訂しデータ活用を推進する役割の追加やビジネス変革スキル
の見直しを実施。

⚫ DXの段階や組織体制により求められる役割やスキルは変化し、AIによりその変化は更に加速。

一方で、

✓ 生成AI活用は進むものの、①業務効率化による成果が出ない、②価値創造ができていないと感じてい
る企業も一定存在。

✓ AI関連のスキルをもつ人材ニーズが高まっているが、企業により業務内容が異なり統一的でない

→企業は、何のために何をすべきか、必要な人材像・スキルが見えていないのではないか。
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本WGにおいて目指すゴールイメージ

（大企業及び成長志向の企業を前提に、）
3～5年後に向けてAIを前提とした企業変革（AX）を実現するために、
各企業が、自社の環境や状況に応じて以下の項目を検討し、実行できるようにしたい。

・AXを実現した未来社会の姿
・目指すべき企業像
・組織として確保すべき役割及びスキル ※組織ケイパビリティ（ビジネスパーソン、エンジニアの価値等）

・個人として身につけるべきスキル （判断力、問いを立てる力等）

■想定アウトプット

• AX時代におけるスキルのあり方検討WG報告書

➢ AXを実現した未来社会像

➢ AX時代に目指す企業・組織像

➢ 求められるスキル及び役割

→次期デジタルスキル標準の改訂（2026年度内目途）にインプット

（ロールの置き方、追加すべきスキル等）
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（再掲）各回討議論点イメージ

⚫ 第１回4/21： アイスブレイク、未来社会の姿

✓ 3年～5年後、AXが実現した未来社会の姿について

⚫ 第２回6/1：AX時代の目指すべき企業像、AXにおける企業課題 ※事例紹介含む

✓ AI前提の組織構造に向けて、人材の戦略的再配置、組織設計（AIを含む少人数チーム）

✓ 生産性向上から、成果へのコミット、価値創造

✓ 攻めのガバナンス：Human-in-the-Loop（人間の介在）を前提とした「信頼の証」として、
競争優位に変える

⚫ 第３回6/23：組織として確保すべき役割やスキル ※事例紹介含む

✓ 組織ケイパビリティ （スキルだけでなく、発揮できる環境や設計）

✓ 経営者、AIエンジニア、AI推進人材、社員の４つの人材像とスキル

✓ 人事が「制度運用者」から、データとAIを用いて「事業を動かす設計者」へと進化する

⚫ 第４回7月中下旬：個人として身につけるべきスキル ※事例紹介含む

✓ 作る人と使う人の境界が曖昧になる前提で、「何をつくるか」「なぜつくるのか」

✓ 問いを立てる力、課題の分解力、監督能力（品質判断力）
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（再掲）検討の進め方：議論を補助する目的で生成AIを試行的に活用

• 使用するAIツール・共同編集ツールは検討中

• AIによる会議進行（論点整理）やグラフィックレコード等、皆様の意見も取り入れて試行していく

次の論点
会議サマリ
次回議題

文字起こし
（リアルタイム）

• クラウド上で共同編集
• AIが自動反映（P）

• 事前に頂いた資料や意見から、AIが
論点をブラッシュアップ

• 別途、勉強会を検討（P）

• リアルタイムの文字起こしデータを
AIが分析し、次の論点の提案、会議
サマリの作成や次回議題を提案

報告書論点
資料 意見

１ 事前準備 ２ 検討会当日 ３ 報告書作成
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ご議論いただきたい論点

⚫ 目指すべき企業像及び必要な役割・スキルについて、今後議論を進める。

⚫ 今後の検討に向けた共通認識の土台として、「3～5年後の未来社会の姿、AXが実現した未来社会の
姿」について意見交換させていただきたい。

例えば、

✓ AIエージェント同士が連携（A2A）し、自律的に目標を達成すると、“人がやらなくなる仕事”と“逆に重要
になる仕事”は何か。

✓ AIが同僚になったとき、評価・育成はどう変わるのか。

✓ 教育効果の測定は、知識を問う試験が残るのか、学習履歴をAIが分析するのか。

✓ “AX＝一部の先進企業だけの話”になり得るか、ならないか。

1. 3～5年後の未来社会の姿、AXが実現した未来社会の姿とは？

2. 次に整理・深掘りが必要になると考えられる点（Copilotで分析）

論点
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次の議論の要点抽出中 now loading…

リアルタイム文字起こし

議論の内容をリアルタイムで文字起こしし、情報の正確な記録を作成しています。

主要論点の抽出

抽出された論点は、議論の方向性や意思決定の参考として、補助的に活用します。

作業進行中

論点の抽出作業は現在進行中で、最終結果を待っています。

プロンプト

以下は、議論途中段階のリアルタイム文字起こしです。

内容が未整理・未確定であることを前提に対応してください。現時点までの議論を
踏まえ、次の3区分ですべて出力してください。

1. これまでに一定の意見が出揃った点（暫定でも可）

2. 意見が分かれている、または論点化しきれていない点

3. このまま議論を進めると、次に整理・深掘りが必要になると考えられる点

※各項目は簡潔に※③は「次に議題化すべき理由」が分かるように記載すること

【文字起こし】
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次にご議論いただきたい論点

次にご議論いただきたい論点についての
Copilotの回答を画面投影いたします。



✓第２回・第３回ワーキンググループのご案内

• 本WG第２回は、 6/1（月）13:00~15:00＠経産省内会議室

    本WG第３回は、 6/23（火）14:30~16:30＠経産省内会議室 で開催予定です。

• 参加方法につきまして、事前にメールでお伺いしておりますが、参加方法に変更があった場合、お手数をおかけ
しますが事務局にご連絡いただけますと幸いです。

✓ 第２回ワーキンググループまでのご依頼事項

• 本日の議論を踏まえ、第2回テーマである、AX時代の企業像に関しまして参考となる情報や資料や文献をメール
にてお送りいただけますと幸いです。（送付締め切り：5/12（月））

• 事務局から委員の皆様にも積極的に資料や参考情報、ご質問など共有させていただきます。

✓第４回ワーキンググループの日程調整につきまして

• 第４回ワーキンググループの開催を７月中～下旬頃に予定しております。

• 後ほど、日程調整のご連絡をさせていただきます。恐れ入りますが、ご対応いただけますと幸いです。
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次回のご案内

ご不明点などは遠慮無くご連絡ください。
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